
キーワード：コンパクトシールド工法、甲乙対称セグメント、千鳥組 
連絡先： 〒103-8639 東京都中央区日本橋本町 4-12-20   TEL03-3661-4794 FAX03-3668-9484 

コンパクトシールドコンパクトシールドコンパクトシールドコンパクトシールド工法工法工法工法におけるにおけるにおけるにおける赤坂赤坂赤坂赤坂シールドシールドシールドシールドのののの施工施工施工施工 
－－－－セグメントセグメントセグメントセグメントのののの甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組のののの施工施工施工施工についてについてについてについて－－－－    

 佐藤工業（株） 正会員 ○ 早川 淳一 

 東京都下水道局   伊藤 雄二 

 東京都下水道局   阿部 清博 

 東京都下水道局   星野 晃 

 佐藤工業（株）   平山 国弘 

１１１１．．．．    はじめにはじめにはじめにはじめに 

下水道再構築事業に向けて開発したコンパクトシールド工法は、図－１に示す溝付き二次覆工一体型の４

分割３ヒンジ構造の鉄筋コンクリート製セグメントを使用することが特徴の一つとなっている。本セグメン

トは３ヒンジ静定構造で、各リングが独立して安定したトンネル構造を形成するため、「いも継ぎ」としても

支障はないが、「近接施工や異常内水圧への対応」、「組立直後のリング安定性の向上」の点からリング間の拘

束効果が得られる「千鳥組」とした。コンパクトシー

ルド工法の採用工事である「台東区三筋二丁目、鳥越

二丁目付近再構築工事」、「江東区大島四、五丁目付近

再構築工事」で採用したセグメントは、セグメントを

回転させ千鳥組としているので、甲乙組でのヒンジの

位置は異なっていた。今回「港区南青山一丁目、赤坂

五丁目再構築工事」においては左右対称となる千鳥組

のセグメントを用いた施工を実施したので報告する。 

 
２２２２．．．．    甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組のののの背景背景背景背景 

セグメントの開発当初は、図―２に示すような従来

のセグメント構造と同様にセグメントを回転させ千鳥

組とする方式を採用し、基本の組み方を甲組、回転さ

せた組み方を乙組とした（甲乙非対称千鳥組）。この組

み方の場合、甲組と乙組のヒンジの位置が異なること

からトンネル構造系も異なることなり、発生断面力に

差が生じてくる。 

一方、甲組と乙組を対称千鳥組とすることにより左

右対称の同一構造系が得られ、より安定したトンネル

構造とすることができる。従って今回工事においては

甲乙対称千鳥組を採用することとした。 

 

３３３３．．．．甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組のののの課題課題課題課題 

今回工事において、甲乙対称千鳥組を行うにあたり、

次のような課題が生じた。 

１）セグメントの製作において、従来の方式では、I

型のセグメントピースのみ異なる２種類の型枠

が必要であったが、対称千鳥組では、全てのセグ

図－１ セグメント標準断面図 
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a)甲乙非対称千鳥組 

 
b)甲乙対称千鳥組 

図－２ 千鳥組比較図 
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メントピースで２種類の型枠が必要とな

りセグメント製作コストが増加する。 

２）過去２例の工事で使用したエレクタ－は

非対称千鳥組の対応であったため、今回セ

グメント旋回角度の見直しが必要となっ

た。 

３）セグメント組立においては、Kセグメン

トが軸方向挿入型であり、さらに剛結部は

挿入角度を有している（図－３）。従来の

場合、剛結部の位置は甲乙ともにほぼ同じ

場所であり、さらに剛結部の挿入方向も同

方向となる。対称千鳥組においては、剛結

部の位置および挿入角度の方向が異なる

ため、組立の施工性および品質に影響を及

ぼす懸念が予想された。 

 

４４４４．．．．甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組甲乙対称千鳥組ののののセグメントセグメントセグメントセグメントのののの施工施工施工施工についてについてについてについて 

セグメントの製作コストは、セグメントの規格を標準化し

型枠を複数現場で償却を可能とすること、異形セグメントは

甲組のみで製作することで、従来どおりの製作コストに抑え

ることが可能となった。エレクターは、過去 2現場で使用し

たエレクターの仕様に対し、表―１に示す旋回角度範囲の見

直しを行った。エレクターの改造は旋回リミッターの位置及

びプログラム変更など簡易なものであった。 

セグメント組立に要する時間も１５～２０分程度と過去２

例の施工実績と差が見られない結果であった。 

                         

5555．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

工事は、平成１７年８月より掘進を開始し、

平成１８年２月に掘進を完了した。今回工事で

は、路線延長７８０ｍのうち曲線半径 R=100m

以上の区間についてコンクリートセグメントの

甲乙組計５９０リングの施工を行い、写真―１

に示すような仕上がりであった。今回の工事に

よりコンパクトシールド工法では、トンネル構

造として望ましい対称千鳥組のセグメントを現

場に適用し、品質および施工性とも良好な結果

が得られた。 
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写真－１ 掘進完了状況 

表－１ 対称千鳥組への変更に伴う組立機構の改造 
千鳥組 エレクター旋回角度 
非対称 左 140° 右 214° 
対称 左右 175° 

B ｾｸﾞﾒﾝﾄ          K ｾｸﾞﾒﾝﾄ 

図－３ セグメント構造図 
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乙組乙組乙組乙組 KKKK セグメントセグメントセグメントセグメント    

図－３ エレクターとKセグメントの位置関係

土木学会第61回年次学術講演会（平成18年9月）

-154-

6-077


